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　赤鷹病菌の益理に關し’C’（jl野村、岩淵氏（193〔｝～1｛］Ott・）等は掲鈴薪、≠巴ゾトン／史糖加寒ノミ導

に就て培養試験をした。三谷及伊與田氏（1　929）等は硬化病薗（D死物寄坐的繁如，帥訴燈なし艦

菌は禰藁、竹材゜、砂糖黍、夢穀、籾糠、夢藁、繭綱，羅紗及障予紙等；に発デ芦噂る・LE唱ヘナニ。川

角及管野氏（1930）等は硬化病1痴の饗芽競に太陽燈σ）潰毒力に就て、fjり遡日茂米由氏（正9”Sl）等：

は培養基上に於ける硬化病菌の褒育湘度を詳細に研究されたe

　著者は上記諸氏の試験を彊試し、更に米研究の陶題に就ても研究しね。

　供試菌　本試験に用ひナこ系統は、蟄蛆に鋤する樽生性に月jひた培彊系統N，　｝．1”C“ある。

　本試験の逡行に當つては鰻帯竹訟氏の勢’を火頁はしゾこ1描多大である、深，諺ける次第て・ある，、

し培育塾上に於ける襲育

　　　　　　　　　　　（1）摘育基上に於ける畿育上の特性

　（6．）　馬鈴薯塞天培養基（25℃以下同機）

　3日目劃線に澹つて鯨白色の菌綜畿育し、菌護梢隆起し菌叢の両概して粗であるes　13　m　w，g・

の全面に梢長い氣生菌綜嚢育し菌孫は束状こなる。発而粗なるビロー一ド状を犠戯，菌綜の色は

雪白色である。斜両の上方は僅に微紅色の分生胞子を形成し初める。B311目菌綜衷の先端1二分

生胞子な生じ、微紅色の胞子を多数形成する。

　（ロ）　肉汁塞天培養墓

3H目蜘に淋て菌綴育し館良女Y・である。鱗絶観噛1踵馳ナる。醐L幅ビ
ロPt一ド状を羅す。13日目雪白色の氣生菌綜稚々良く嚢育し、特に斜耐．ifi｛ISに於て氣生菌孫の獲

育良好で試駒管内に充満雲状を呈し美麗である。臓々に微紅色の胞rを塊駅に形成する。甥口

目基面の露々より氣生菌綜集合し梶棒JI犬を呈し、其の先端に微紅色の頒引包めを形成す敬，

　（ハ）　憲蠣汁寒天塔養基

　3日目雪白色の菌綜褒育し・菌叢厚く涛馨面より氣生菌綜直立する。i，iTiして獲育ずる菌縣櫨疑

く面粗である。13日目菌綜の嚢育良好・基面に褒育しナこ菌維」覇1状を猛し、菌鞭の面柵轡であ

る。而して氣生繭綜は腿々に束状をなして試験管内に充講し・基而の裏｛こは塞ノ《中に圓形揚礁

の斑鮎を生ずる特性がある。23日目蕪の裏面の禍色斑照よ溝失し、氣生菌綜の先端に｛綿数紅危

の分生胞子を形戒する。

　（二）　麹汁塞天培養基

　3日目凝結水の部分白雲状の菌綜を盗じ・調糸騒1に沿ふて黙々白色の聚落を坐じ1鱗i叢路なるビ

ロード状を呈す。］3日目菌孫培養舌墓の｛踊1を凝ふに到らず癒直1に雛を生ず。、撫湿蔽鍛三菌縣

直立し、分生胞子を生じて勧雲色である。23剛ヨ氣生薗締‘尻島端に僅かばか1｝の分・1飽」㌔を形
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成し微紅色を呈す。

　（ホ）　醤油寒天培養些

　3購：欄線に滑ふて霧白色の菌綜爽育し、腱々菌叢隆起し鰹なるビロード状を黒す。13日目

湛の粂而を羅ひ菌綜管壁に繁殖するを見る。胞予を形成し初めるが其の色は微僚色である。

23H目氣盗菌縣の先郵吊に微樫色の胞子を形戒し初めるが、形戊する’慰よ少ない。

　（へ）膠質培養慕

　3瞬糊線に沿ふて至1融色の菌綜かすかに饗育し氣生菌系宗短かい。13日回斜而に沿ふて良く

嚢育する。面密で分～馴包子を形成しないe23H日基の全而ヒ微糸i：色の胞子必形成する。

　　　　　　　　　（2）各種培養髄上に於ける護冑程慶の比較

　以1二は培養墓上に於ける獲育状況であるが、更に別に礎育の良否に就て比較した。

各瓢培養基を弱醗寵したものを三角フラスコにβ0（t．e．宛分注殺菌し胞子を移菌、25°Cのテ

ルモスタツト中に納めてllii叢の畿育程度を肉眼的｝こ槻察した。共の結果嚢育良好な壇養基は乳

培養墓であつて、プ佃ン、懲輔汁寒ヲξ之に次ぎ、最も悪いのはアスパラギン加JIJ、土雛煎汁

培養荘で、ペツファー培養基は褒育しなかつたc，

培摯詮」，這の稀類

ブ　　　イ　　　ヨ　　　ン

肉汁寮ンミ培饗購

麹　　汁　　培　　饗　　基

麹汁i塞天培謎基
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　以1二は肉眼観察であるので一一暦之を明かにするため、塞天を加へて菌叢の直郷を測定し其の

優劣を決定した。各汁液を弱酸性Sし、各々2．5％の塞天を加へ400e．e．入りの三三角フラスコに

40c・c．注加殺菌後、凝固するのを待ち中央に菌孫を移菌し23°C．のテルモスタツト中に納め、一

定晴閥取出し測定した。かくして12H周に測定した菌叢の直径が大きいものを獲育良好な培養

慕ざする時は憲輔汁寒天培養基最も良好であつて・款に肉汁塞天培養基である。而して土壌煎

汁寒天培養基は最も不良である。
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　一　tttt　　　（3）』各種培養塾上に於ける分生胞子形成の比較

　菌叢畿育の肉眼的齪察ミ岡一材料に就て分小IJ包子σ彬戚：ll微び速度を調査しナこ。從つてノ蹟

紺の髄は2凝ある議の線幽伽獅するも（h・（・L　（！Vilれも分生胞醐齢・：胴隊

の速度に於ては遅速はないが：∫i｛：に於ては多少がある。∫1乏も脇・ものは牛乳培養基であつてデ』次

に肉濾天膿歩欝蛾陳ヲぐ及繍隅である認蝋i評lllh脇轍鱒1鮒培捌轍瑛
の母が少ない6

　　　　培腿口数，
培i藩フ1ゆ頼獅

4　「1目

ブ　　イ　　ヨ　　ン

肉汁躾ンこ培，饗三1、聾

麹　汁　培　礎　墓

麹汁寒天培養）、1｝

1卜　馴，培　養　lii！：：

鍛蜘汁寒天培養墓

澱蜥汁培礎り葭

傷鈴薯煎汁培聾塞

パ　ン　培　養　靖

葱頭醤油培饗基1　　一
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ペツプアー培腿基　　　　一

rl：壌．煎汁培養墓
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　　　　ペツフア陶培養基は萬叢の鹸育を見ない。從つて胞子の形成も亦見ない。
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　　　　　　　　　　　　　猛　髄育蕊温慶占の關係

　　　　　　　　　　　　　　（D　渡芽混慶

椰畷芽搬にM・1　1しては雌に騨欄53蹴1こ轍しプ・が、澱の謝尊」に・備端灘，

つ潤勘法鰻ヘナ・ので識1三をしナ・いS思ふ。弱謝k断賠鱗に胞子を鋤lr上藁く搬し、

胞闇嫌刷製しヵバーグラ・噂く糊ξし譲芽灘度（鍛榊繍㈱働・棚二川ひ
ゾこシヤ陣レの底に蒸灘砂舞撒り・シヤー哨を獺訪ナ・・liに細磯勲に保、1盤しナ、。

其の結果饗芽最も良好なる温度は20℃であつて、焚芽良好なる範圃は15℃～2αCである。30℃

畷芽硬で：蹴・方全て齢燃芽しなかつナ・漣£湘こ；，i¢－c｛よ撒する物・出勅か・、た。

　　　　　　　　　　　　　　　　17　時…　rm　　樹

、㌔ A．、，．　　　2艦1鷹（（り

　　＼・～～、
蒲．ロー＿＿1㌧隠・・、1・，殉、．

測　　　鷹　　　撒

焚　　　芽　　　数

訴壁　　芽　　ガ｝　　イ｝
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城　旧　　　＼＼、

ゴ期　　　　　究　　　　　数　　　　　　　365

蛋量　　　　：封：　　　　：tw　　　　　　301

塑　　芽　　沙　　倉　　　　　82、47％

2ee 25°

EOO　　　　　　430

491　　　　　　13s

7S・20％　　　　　32．10％

’30°

（2）　菌叢の襲育温慶

230

　25

10．87．％

3「’e

363

　0

　0％

御・mの灘i・ヤー吋・髄濾ヲミ13・…を渤1し、・映に菌織移榔貝膿r蝋こ鋤
’一闌寛謠oし菌叢勧酪欄定した・期結膿育良gr一な搬は恥25・のMI　vc“あつ一c，適
湘は20°～23°である・29－”（ま菌叢働・に褒育するに過翫こかつた。

＼＼諦饗日敬
控勢湘壷）ここ≦ 5日　厩　　　6日尉
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7EIN 8口　R　　　9日目

2．25Cm　　　　　　2。50ern　　　　　　2．80c了n
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3・45 @1　3・s5．　　4・lo
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工．05　　　　　　1，55　　　　　　　1　，7　r）

10日1・1

3，15cm

4．50、

5」2

3．05

2．75

　仙に別法を以て菌叢の重坦：を測定し・礎育の良否に就て比較を試みた。即ち300‘エし入りの三

伽ルベンに弱酸性プ’i…4Q・・c・を馳識菌後lr・1餌量の廻鞄子鰐殖し種々の膿

中に7日間放置し、是等を霞戯過乾燥後菌叢の重量を蓉瑚定した。其の結果前試験ε同康であって

菌叢の重激の大きいものを適温ミする隔…は23°最も重く、20n之に次ぎ25°、17°、2suの順位であ
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るo嚢育良好の範園は17°～25°の間である・o
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　　十一l

　　lIi

（3）分生胞畢の形成濃慶

・11　1t

l　i　l

一ト

　分生胞予’形放速度及び騒の多少ご澁度の關係を調1！溺一るため、肉汁寒天1斗面培獲」劇二食鱒

水に胞Lr一の懸濁液を調製、之を1白金耳：lilt　，s－，，斜liliに穐攣1し、一定　欄取川し鏡1愈し胞Jiの形成

・を｝調ぺた。自口ち其の結果に依る1昨は2｛γu～23㍗よ工2〔｝i瞭閲臼より分乙k胞rを形成し初め、26㍗よ144，

時瑚目より胞子を形成し初め、17°～29°は翻8時覇」口に僅かに形成する事を知つた。

楠欝胆一塒…時・・
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（4）温慶と胞子及び菌綜の大き雲及び太さ
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　分生胞子の形態の攣化ε環境ミも聡すぺきものに四門氏（1925）後藤氏（1928）等の研究が

ある。余も亦胞子蛇に菌綜の大きさに就て培養淵度の影墾夢を見た。弱酸性肉汁塞天培養基に胞

子を移菌し目的温度に納め、22日後に取出し顯微鏡的に測電した。其の結聚は分生胞予の艮さ

及び幅は17°～23°薙は殆んさ同様であるが、25°～28uは何れも梢小さい。訳に菌綜の輻に就ても

同様25°～2穿に培養した場合は梢幅が独い。

　。　峰17
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（5）胞等1の温慶に謝する抵抗力

電氣・甑漁槽を川ζ兆試験管に生理的食購水を入れ、之の中に胞子を浮游せしめs一定il細1取

出しll乱死を検建した。其の宗1【課50’1に於ては40分迄生存し、55・1に於ては20分にて〃ビ減し、60・1に

於”Cは：10分間にて死滅するこεを知つた。
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10分

十

出

20分

十

30　｝1

・ト

4〔｝分 50分・ 60牙

III・灘度との關係
（1）　胞子の叢芽あ灘慶

80か 100，》 搬準哩

十

十

十

標準2

・卜・

十

舟・

　著者は本菌の礎芽ε灘度εのle・阿係に就ては鍛綜撃雑誌（1936）1こ渡表しfこ。共の概要に就て

記すこεミする。畿穿漏度に就ては二様に行つた。LIJち一度胞予を水中に浮溺iさせた後、種々

の灘度に納めたものミ、乾燥（共の儘）した胞了しを種々異なった灘度中に納め獲芽を調査しナこ

ものごである。灘度の調節の方法εしては、直筏9emのシヤーレ中に爾子の磁を設け、種々の

濃度に調節した硫酸及び苛性加里液を20αc・宛入れ、シヤーレの藷の嚢にはワセリンを以て外

氣を遜断した。嘔 ??ﾉ浮游した胞子及び乾燥胞子共に殺菌カバーグラスに溝く塗沫して前蓮の

シヤーレrl．iに納めfo本報告に於ては其の繁を避けるため硫酸に就て背つたもののみを記す。

以上の方法に依るミきは本菌胞華は察氣｛黒度96％．以上でなければ饗芽しない。而して褒穿の程

度は灘度大なる程蛮芽は良好である。爾本菌胞子は乾燥したものよりも胞rを一度水に浮游さ

せたものの方が同一漏度内に於て嚢芽良好なる結果を得た。

　　　乾燥胞子の揚合　　　　（23℃60聯閥賃）　　　　水に1孚溺iせる胞子の揚合　（23℃G81！舗胴）

　　項　団

搬氣灘礎

100％

99

96

92

89％

糠準

硫酸の
比　重

1水
1　、，。・．。

i　・，・n

i、．、、、

1、．、，5

ブイヨ；

測定数

7s3

726

S67

9騒

721

63S

焚芽数

192

120

66

0

　0

52s

獲芽歩合憂誌、

24．52％　　　　　　100％

15．75　　　　　　　99

7．61　　　　　　　q6

　0　　　　　　　　92

　0　　　　　　89％

82，7G％　　　　　　　槻準

硫酸の
比　窺

フjt

1．020

1，071

1．13工

1．17δ

ブイヨン

測定数

64S

624

600

621

718

563

磯芽数

312

1SS

s4

o

0

521

臓穿歩含

棲準はブイnンむ以て懸滴培饗し、24噂岡円の調査であるo　　同

4s．15％

30，13

1・t．OO

0

0

91．73％
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　訳に水に浮游した胞子及び乾燥胞子に就て嗣一條秤下に於て叢芽の比較をした。

　　　韓燥胞子　　（23㍗c72時間臼）　、　　　　浮游胞子　　（23℃7211潮「D
蕊、＿＿．－t．”価＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　kU　　　－一庸騨・　　　　　臨剛滑・望一』＿＿『　一磁国鯉一昌＿　　　一．　tt＿　一

＼＼，ユ貞　ll

2｝ま氣灘慶　　＼＼

　　100％

　　99
96

、　窮撃‘準

硫酸の
比　霊

フk

1020

1，071

ブイ甘ン

測定撒

・i18

375

：｝9，　r）

475

堕芽数

G5

74

r）3

‘134

麹脚 @，繭提ll輿
・5鰯　　　1。。％　レk

　　　　　　　　　　　　：19，73　　　　　　　99　　　；1．020

　　　　　　　　　　　　
13，弗　　　　　　　96　　　i1，071

91．58　　　　　　　標準　　　　ヅ個ン

測定殴

弗1号

Go8

593

475

髄帽敬

器2

1；ss

129

醐．1

磯‘些1ニル葎

舗．3昌％

朽7．鑑；

21．79

煽．59

　糎準囎幟の加ξ綱オefa　　　　　　　r司　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　唱　　　（2）菌叢の幾育と土蝦水分

　本菌は培養基上の’凹i質に於て述べた機に、土壌煎汁に搬育1一るナこめ」ツ喪ノk分ε焚デ蔦のIS｝1係

を調べた。樫1〔lel’n　，深さ10｛職のシヤP一レrl’に乾燥檀猛ごした腐埴質に富むナ直壌土の一繊蟻を

取り乾熱殺菌し、殺菌ヲi・周水を用ひ飽和をユ0〔｝％土壌水」f＞　i：し、此の7〔｝％、50％・3｛｝％及2〔｝％

の割合に水を加へ、tl｛理的食購刀くに分生胞rを浮游させナこものをシヤーレの中央に拶植し1C｝月

141ヨの案淵（岡朋）中に放置、12日ド1に取出して菌叢の直ぞ解1を測定した。jL：の結果1ポ加〔｝駕～

70％は菌叢の獲育は良好であつて、ゴ三壌水分の小なるに從つて獲育の悪い結襲を示した。

＼＼、　ニヒ壌水分

粛叢の底裡＼＼

　置　f！19em
s

1

…％ @7・％　・・1引　・。％　・・％

◎◎ ，◎り 5．2 4。6　　　　　　　　　3．2

　　　　　　　　　　　（3）空氣灘度と分生胞峯の生存期間

s室氣漁度E分生胞子の生存JV欄に就ては勝1又氏（193（））が臼幅菌に就て施1テしナこ。署者も亦

殆さ岡・一方法に依つた。即ち硫酸に俵る漁度調節に秘ヒつた。殺菌カバーがラスに分生胞ゴを源

く塗沫し1調鰯器中に納め、Pt定時間に取出し麹汁培養基中に投入後！・1－1死の楡定をしたQ其の結

果100％・・－90％及．ぴ49％の漏度の揚合は・他のものよりも症存期間長く漏度！1書庸のもの嫉短か

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

〉ト＼、　t，聞係灘慶
　　＼、、Nご
　放愉日：蹴　　　ML－Hs．．．．

　　　　　　　　　　　・・日口　1

．．，，　21　日，目

　し35日同

　渉・．解日P

　I、　70口rl

　，，　　83　日ll

、．．　工02　日飼

　　1】7日日

100％

十

十

十

十

一ト・

十

十

十

90％　　　　　S3％　　　　　71％

＋　1　．1”　…　－1一

十

一i一

十

十

・卜

十

十

十　　　，　　一一

十　　　　1　　　－

・1・　　　1　，一一

　　　1
－一“’

@　　　】　　　『『

－　1　一

62％　　　　49％

　　　1
＋　　1　＋
　　　　－　　　i　　・卜
　　　1
－－@　i　　・1・
　　　1
「　　　　旨　　　・1・

’鮒嶋 @　1　”i’

一．－

@l　l　　　　
一　　　　　　　　・1一

十
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工39日E；1

187日匹1

十

昭和11年1月15日藩乎

　　　”　　　　　　　　（4）菌艦の生存期間左土纏水分

　菌叢の嚢育ご二h壌水分εの試瞼に於て、菌叢の蛮育後分生胞子を形戚し救，本試鹸は生存期

間を調ぺるため纒綾したものであつrc・菌綜の破片及び胞子等の蛋存をll・1可ぺたのである。其の

結襲に依るミ土壌水分の多少ε菌綜の蛋存期間εは一定の傾向を認めない。生存の最も長いも

のは10〔％及び30％であつて、最も短いのは70％で其の理由は何れにあるか不明瞭である。

㌦＼、　土獅」く分

放鷹旧数＼tt＼
w＿．＿＿一．＿　t＿＿U，＿P－T『　＿．　一「、『

」5｝三m

25尉日

40H阿

55剛1

70日漏

S6蹄日

10工日1’L］

119日r：1

1・t1日概

1S9日目

土　　　　　壌　　　　　水　　　　　分

ユ。・％　17・％　15・％　13・％　1L）・％　t　O％

十

十

十

十

十

十

十

十

・ト

十

十

イ・

十

十

十

十

十

備考　土撰水分0％巌は薗蒜の獲育を見ないため分生胞子を用ひたo

十

・ト

十

→・

十

十

十

十

十

十

十

十

一ト

→卿

十

十

十

十

十

十

十

十

十

rl・■

十

十

十

十

IV．生存と光線との關係

　　　　　　　　　　　　（D　日光に蜀する胞子の抵抗力

　弱酸性肉汁塞天をシヤーレ中に流込み、凝固するのを待つて分生胞予の食購水に浮游液を塞

天の表面に薄く塗沫しb餌的隠…間日光に曝露し後23℃のテルモスタヅト中に納め生死を楡査

した。其の結疑51聯間以上曝露する時は死滅する事を知った

＼一墜轡卜帥時間・晦・・一開　・時問嚇問レ・剰無照射

t・

｛輌考　 Hh）　＄「i　11　fJド1月26　FlごF商冒Sl｝争　　　 昭琴「111年エ月27日∫F荷冒S暗

　　　　　　　　　　（2）分生胞子の大陽燈に勤する抵抗力

白嬬病菌ε大陽燈照射に關し▼Cは齋藤氏（工928）千賀崎1匙阯（1929）勝叉氏（1930）田fll　LS（19
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弦管惣㌻資鑑驚㌘緬露絃鰹糀灘譲艶為繧嚢轟1瞥
中に流込み凝固するのを待つて食鞭水中に胞子の浮溺1液を調製し、一滴を塞天の中央に滴下し

たものに照射した。其の結果本太陽燈を60分間照射しゾこのでは死滅しなかつた。

　　　30・m　　L・　－1・←　柵　 1・＋・y @＋　＋＋　＋　柵　　lh．

　　　　　　v・鮪に及ぼす糠イオン濃慶の影響蚊に培養後の璽化

プ伺ン灘鰍ぴ融罐で種物螺イオ職度に繊し、3・・。砿三角フラ。坤に
40c・e・を取り・灘i微1こ1’・畷を齪し蝿のに分1【鞄r一醗職を灘i25αのテ、。。ス

如帥に6H「脚め・i雛輪過乾噺纏1蹴腱し・蝋倣なるものを嚢育髄螺イ
わ灘こしf・・鋤糊と∫醐煉材・灘は5，）．17であつて譲敬肋範脚5．17～8、05
の贋」にあるこiを知つた。

訳眺液蹴磯化を齪した腱・e｝・・9～8・・聰よ㈱f拗謎化は灘側に4．，・7－5．117に於

てはアルカリ側に攣化するこごを知つた。

’「

狽煤E．・t． @　　　，買　　目

に盛セ墨蟹一．＿，，．．．，．．．t4＼一：一

2，1k）

3．OL）

4．17

5．17

6，19

7．17

8．05

蔚叢：f［彙

一　　gr

0，00215

0，2370

O，10・10

O．1250

0．OCj80

r　T　　　　　　　　r　冒削　”“　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　闇　一

醤叢の焚育

十

t｝・　・十ti　ト十

十1｝・

・1畳一’t・

、十十

移菌後Pπ、の穣至化

4，72

5．90

4、65

4．31

5．07

　　　　　　　　　　　　VL培養中に於ける結晶物の形成

本醐養中にも韓形の結品弓嫡渤たために礪・の培蘇1・瀦㈱晶伽鰍蹴で
調べナこ・期鰹・肉汁・酬獄・聯馬㈱及闘濾天等臨晶伽ll獄し、酬、

鞭酬既蹴醸天培養騰彫成しなかつt・欄li禰綴砿であるざ思帥る。

　　　　　　　　　　　　培養茶の租獺　　結晶物の有無

　　　　　　　　　　　　肉　汁　培　養　甚　　　　　　　　十
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肉汁塞天培饗鵬

牛　孚1、培　養　基

馬鈴薯培肇墓
麹　汁　培　挺　離

葱頭醤油培養基

：ヒ壌煎汁寒天培謎ユ1陰

翻蜘汁寒天培i楚基

・t“

十

十

十

W・培養基及び寄生艦土の生存力

　本菌分雄胞子の培養基上及び寄韮膿上に於ける雄存期閥を調査した。培養基は賜酸性肉汁寒

天培養基に形成した胞”r・78b寄韮腿は蟹lll1蜥上に形成した胞子を麹汁培養基に就て調ダた。其

の結襲は培箆基上に於ては約1年4箇月N樽．【三慌上に於ては言瀞田に調査するこsが出來なかつ

たが1簡年生存するこεを知つた。

移蕾又は接穣年月日

肉

汁

天
培

薄
上

寄

膿
上

Il召羽lg．6．工6

　9，8，22

9．1　O，30

10．2．20

10，6，1

口召矛n　g．6．21

同

培餐　期　間

6工5日

548日

477日

3s1賞

265臼

574日

382日

培腿結果

酸育せず

　岡

遊育良好

岡

同

畿育せず

襲育良好

備考　培餐基上の生死槍窺は昭和11年2月20日に施行した。

㎜・廟然朕態に於けるホ菌の叢育

　本菌が自然状態（自然温度）に於て嚢育に及ぼす影馨を調査した。300c。a入り三角フラスコ

に鋤し肉汁を（肉エキス14（］・c・・ペプトン10gr、食鞭5gr、弾戸水1000c・q）弱酸i生εレたものを

50αc，取り、當場附近農家の凍下に地上及び地下10cmに埋浸したもの各匠2箇に就て一箇｝ヨ間

放蹟し、菌叢iを濾過乾燥後重量を測定した。

　本試瞼成績に依る時は、地上に於ける嚢育S地下10cmの場合εは、菌護の獲育良否はi聯期

に依り梢異つて贋る。地上（地表面）に於ける菌の獲育旺盛な時…期は4月で，5目～8月窺は

嚢育稽蓑へ、9月に於て奥に獲育盛んεなり、11月はかすかに畿育し、12月～2月迄は殆ん

さ獲育しない。胞子の形戒盛んなるは8月及びiO月である。次に地下10cmに於ては3月より

菌叢嚢育し初め、6月に於て最高頂に逮し、7月～8月稻悪く、9月に於て更に褒育良妊εな

O、10月～11月梢悪く、12月～2月は迄殆んさ獲育しない。胞子の形成旺盛のil高…は8月～10月迄

である。
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地表及び地下温蜆測表
一一一一一一一一一一 @　t＿＿＿＿一　　　　　＿＿＿　　　　　　mUtow－．一一m－Tm－一「一www　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

＼項　目
　　　＼＼
禰査期聞＼
　　　年　JJ　Fl　IJ　臼
昭和10．2，1～2．25

　　　3．　2～　3，27

　　　・1．1～4．27

　　　5，　1～　5．26

　　　6，　2～　6，28

　　　7，　1～　7，29

　　　8，　1～1S．27

　　　9，1～9，27

　　幽10，1～10，30

　　　11，2～1工．30

　　　：｛2。工～12。2i）

昭5Filll．　1．10～2，10

最地 b窒窒堰Ciil，　一㌦π碕琢一1響響

6．61．t’Cl

10．00

15．2ポ

エ7，50

2L61

23，（J・t

24．72

盤L83

1S．00

」．1．（；／1．

7．5）

3．39

備考温度の鋤llはjE午に鴛つた。（川越ilf新宿）

　0。7δ℃

　2，6工

　S．50

11．89

17、5｛｝

20，67

21．7s

17．89

12．朽6

　6．06

　LOO

－－
Q．74

3．00℃

6．94

12．39

工5．83

20．22

x2．s3

23。17

20．22

］1．6。22

9、載

5．00

1．11

峡

｛；、40

11。3s

14．90

1V．29

22．19

23，27

20．06

1備7

1〔｝。鋤

6．49

3．37

＼＼、、　頒　　倒

　調査年度　1・、

　及び期聞　　　＼、

　　』1三　∬　開　　月　FI
昭和10．2．1｛・2．25

　　　3．　2一げ3．27

4，　1～4，27

5，1～5．26

6，　2～　6．28

地　　　麦　　　了i㌃1

墜甑刺騨徽

7・1－・7・29．、，

8，　工～　8，27

9，1～9．27

10い工～10．3σ

1t．2～エ1．　eo

12．1～ユ2，25

昭和11．1．10～2．10

胞子2δ％礎芽するが
歯鰹菰澱測宛出來ず

　　0ユ40gr

O，230

0．175

O．180

O．172

6，143

O．2工2

O．182

　　oio90

菌叢かすかに獲育す
るが測定ほi來ず

胞子装芽せず

十

十

・十十

十・トト

tt一激gモ・

十十十十

十十十

十十・卜卜

十十

地　　　下（10Cm）

歯慌鎗澱1胞予形雌

地撃ξ面と同粉乏

　　［

　0ユ52gr

0．183

0．191

0．2詔0

0．170　　　1

O，186

・0．225

O，150

O．174
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　概　　　括

1・著者は赤媛病菌の‘1ζ理に就て研究した。

2・培養基鯛強譲育εのi諸繍よ・襟1醗隙天は灘ゴ最も良く畝に瞭際天、葱頭醤llll、

　麹汁、馬鈴藤及上壌煎汁寒天培養羨套の順位である。

3・培養勘臓ε分制麓子の形成に及ぼす澱耀速力・ないが、形成鰯二に於一礪韻滴

　る。ノト乳培養基最も紬多く、肉汁、肉汁塞天、獄蠕汁塞天及懲蠣汁等は次に位いlll5鈴薯。

　葱頭醤油及Jwas煎汁等1よ最も少ない。

4’本菌刎包子の獲芽畷適灘度は2σで、欝良好な範rauよ15°～201’である。

5・菌叢の館最1灘幽溜〕°～23°で譲育良好の範1凱よ17】～器の間にある。

6・胞子形成の最適認度は20°～23’で・12Dlli捌｝1より形成し始める。形成の悪い17°及び28・は408

　隠閥に始るがv形成の黛は少ない。

7・菌綜の太さ・胞子の大津さ共に17°～23”迄は殆んさ岡一・であるが、25・～2S’では菌綜は綿1く

　胞子は小さいo

＆　胞子の温湯中に於ける狸§抗力は5ひ゜に5tl分以1：、55盈に10分以ヒ、60vで｛よ10分澗浸漉するざ

　死滅する。

9・胞子の装芽灘度は關係漏度96％以．［：でなければ獲芽しない。蒲して1陀燥胞子よりも水に澤

　游した胞予の方が・獲芽良好である。

10・菌濫の褒育ε土駿水分εの闘係は、こL駿衣分が大なるに從つて畿育良好である。而して

　10〔｝％及び70％は霧に他に比較して装育良好である。

11・分生胞予の生欝ε察氣灘度ξの關係は，多灘及び乾燥の揚合は生存期間が畿も長い⇔

12・醐の‘聴ε・膿紛εの膨櫓よ職の傾1触鋤ない・最も1謄帳いものは齢1〔）0

　％及び30珍である。

13・胞子は】月の日光に曝露するε5時間で死滅する。

瑚包子の太灘に鮒る蹴力卿瞬・…乃縄…鋤力鮪するもの脚馴羅照
　射しても死滅しない。

15・嚢育の最適水素イオン濃度は5・17で、渡育良女〕初範圓は5，17～3，0δの閥にあるc培養中の

　1墜化｛よ6・19～S・05迄｛よ醒哲1爬1…圓に謎1ヒし，4．17～凱17迄1よアルカリイ則に攣fヒするゆ

16・　本菌も培養中修酸石旅らしい結晶物を形成ずるtr，

17・輔胞琳肉瀕囎難一ヒに於ては埠蠣眺序し・劃蝋上に於ては1解1耽
　存する。

18。本菌は自然状態に於ての繭叢の獲削よ床ドの地．L：（地表酊）では弱ヨ及び9月が渡育最も

　盛んである。胞子の形成は8月及び9月が形成量が多い。地下10emに於ては3月より6月

　迄断次獲育し・6月最高頂に逮し・7瑠より獲育嚢へ、9月に於て更に獲育良好iなり、10

　月～11月梢悪く・12月～2周迄は菌叢｛よ殆ん3搬育しない。胞子の形成は8月～1Q月迄形戒

　量が多いo

　　　　　　　　　　　　　　（於埼ヨ£縣鑓聡試験揚川越支場）
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